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š ˓Ѧ分ਃを決めているか。

˓Ѧするਃ࢘ᎍをそれƧれ定めᝧ˓をもって活動する。

○ 事業所の用ᡦ等にࣖơて、˓ Ѧのᆔやਃ࢘ᎍのૠなどをᎋॾし、編成する࣏要が

Ƌります。̊えƹ、ٶૠのܲがいる事業所では、ᢤᩊᛔݰਃ࢘ᎍをٶくするなどのᎋ

ॾが࣏要となります。

○ ਃ࢘ᎍの指定は、普െਃ࢘しているˁ事との関ᡲ等をᎋॾすることも大Џです。

○ Ӳ˓Ѧのਃ࢘ᎍは、ዬ࣯事७にͳえて˂の˓ѦをᙀܦできるよƏにします。

○ 地震時に従業員がそれƧれѨに行動すると、たƩ混乱をਔくƩけです。

被害をݲなくするためには、従業員ૠにかかわらƣ、組ጢ的な行動が࣏要です。

○ ཎに大ᙹな地震発生時は、人的、ཋ的被害がက大となることがʖยされるため、

災害対ࣖにƓける指ᅆ命令ኒወに混乱をきたすことがʖ想されます。

そのため、事業所の実७にࣖơ௩᠂に対ࣖできる˳制にしてƓく࣏要がƋります。

○ ˓Ѧ分ਃをƋらかơめ定め、᩼ࠝ事७にはφ˳的な指ᅆがなくても行動できるよ

ƏにしてƓくことが大Џです。

ȁǧȃク事

ポイント

˓Ѧ分ਃ編成表（̊）

Ј້防止及び

И期ෞ້ਃ࢘

情報ᡲዂਃ࢘

ᢤᩊᛔݰਃ࢘

（కϋਃ࢘）

安全防ᜱਃ࢘

（資ਃ࢘）

Јᜱਃ࢘

ᝧ˓ᎍ

ਃ ࢘ ൞ Ӹ ˓ Ѧ

ŪŪ ŪŪ
ţţ ţţ

šš šš
×× ××

ũũ ũũ
ŢŢ ŢŢ

ŠŠ ŠŠ
○○ ○○

ťť ťť
ŧŧ ŧŧ

ȷ້ൢ̅用設ͳ等の̅用ͣ止

ȷИ期ෞ້

ȷя、࣯ࣖᜱ

ȷ້災のᡫ報及び情報ӓᨼ

ȷ従業員等ǁの情報੩̓

ȷᢤᩊែの確保、ᢤᩊ場所ǁのᛔݰ

ȷ帰宅ᩊᎍ等の待ೞ場所ǁのᛔݰ

ȷ᩼ࠝᩓเの確保

ȷ᩼ࠝ用ཋԼのแͳ、ᣐࠋ

ȷ࣯ࣖᜱ所の設ፗ

ȷͻᎍの࣯ࣖϼፗ

２-１ 震災時の˓Ѧ分ਃ

２ 震災の活動計画
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š ዬ࣯地ᩗᡮإを用したݣ応ਜ਼ፗが定められているか。

Ũ ƀԗのཞඞに応じて、あǘてƣに、まƣ៲のܤμを確保する。Ɓをॖᜤしたᚘဒ

にする必要があります。

Ũ ዬ࣯地ᩗᡮإをӖ̮した場合は、ഏのようなዬ࣯ਜ਼ፗをܱ施します。

ȷ 大きな家具からはᩉれ、大きなதの下などにᨨれ、᪽を保ᜱする。

ȷ あǘててٳにƼЈさƣにܤμスȚースをす。

ȷ ້ൢᚨͳሁを使用している場合は、ੵれがおさまってからෞ້する。

Ũ 施ᚨのཎࣱሁを考慮し、ܤμ確保のஇもᢘЏな方法を౨᚛します。

Წ-Წ ዬ࣯地ᩗᡮإ

Ũ ዬ࣯地ᩗᡮإは、地ᩗのႆဃӏƼそのᙹをእଔくज़ჷし、地ᩗによる強いੵれ

がڼまるૠᅺからૠҗᅺЭに、強いੵれがஹることをჷらƤるものです。

Ũ ᘮܹをもたらすような大きなੵれがП達するЭにዬ࣯地ᩗᡮإを用し、៲のܤ

μをるなどのዬ࣯ਜ਼ፗをすることで、地ᩗによるᘮܹを軽ถすることができます。

をӖƚたᲣإμスȚースへのᡚᢤᲢዬ࣯地ᩗᡮܤ

量ཋからᩉれ、८てƣにܤμスȚースへᡚᢤし、៲のܤμをる

下、ȟーȆィングǨリアなどࡔμスȚースᲴなるべく家具などをፗかないܤ

ȁǧックʙ

ȝǤント
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š Ӳ᨞の້ൢ使用ᚨͳሁのໜ౨する˓ѦЎਃができているか。

š ෞ້ᚨͳሁのᚨፗˮፗ、દ˺要᪸を৭੮しているか。

š Ӳ˓ѦЎਃにؕƮき、ෞ້ѣが、ᡆᡮ、的確にできるᚘဒとなっているか。

Ũ 地ᩗのੵれをज़ჷするज़ᩗೞᏡ˄のЎᩓႴやコンǻントなど、地ᩗѣによるЈ້防

ഥೞᏡをͳえた֥具ሁのݰ入も౨᚛しましǐう。

Ũ Иෞ້は、ഏのໜにသॖしてѣします。

ȷ ໒やにषǘされƣ、༓えているものを確かめる。

ȷ ༓えているものにᢘしたෞ້֥ሁを使う。

ȷ できるだƚٶくのෞ້֥をᨼめて、ɟൢにෞ້する。

ȷ ʴૠのݲないʙಅで、ӷに 2 かˌ上からЈ້した場合は、ʴԡにࢨ᪪を

ӏǅす場の້をΟέする。

Წ-3 Ј້防ഥ、Иෞ້ѣ

Ũ 地ᩗのᘮܹをஇݱᨂに৮えるには、まƣ៲体をܣり、ੵれがおさまってからእଔ

く້のڼをします。

Ƃ៲のܤμのり方ƃ

ȆーȖルの下のཋがž͂れてこないſ、žᓳちてこないſ、žᆆѣしてこないſ

空間に៲を݃Ƥ、ۋѬを˯くする。

ȷȆーȖルなどのឱを保ਤして៲のܤμをる。

ȷすりがある場合には、すりにƭかま

りۋѬを˯くする。

ȷすりがない場合は、ׄ ƭǜᡪいになる。

ȷܤ定がなくなり、ࡈったまま᠃

͂するӧᏡࣱがあるので、ܦμ

にはࡈらない。

ȁǧックʙ

ȝǤント
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š Ӳ᨞の້ൢ使用ᚨͳሁのໜ౨する˓ѦЎਃができているか。

š ෞ້ᚨͳሁのᚨፗˮፗ、દ˺要᪸を৭੮しているか。

š Ӳ˓ѦЎਃにؕƮき、ෞ້ѣが、ᡆᡮ、的確にできるᚘဒとなっているか。

Ũ 地ᩗのੵれをज़ჷするज़ᩗೞᏡ˄のЎᩓႴやコンǻントなど、地ᩗѣによるЈ້防

ഥೞᏡをͳえた֥具ሁのݰ入も౨᚛しましǐう。

Ũ Иෞ້は、ഏのໜにသॖしてѣします。

ȷ ໒やにषǘされƣ、༓えているものを確かめる。

ȷ ༓えているものにᢘしたෞ້֥ሁを使う。

ȷ できるだƚٶくのෞ້֥をᨼめて、ɟൢにෞ້する。

ȷ ʴૠのݲないʙಅで、ӷに 2 かˌ上からЈ້した場合は、ʴԡにࢨ᪪を

ӏǅす場の້をΟέする。

Წ-3 Ј້防ഥ、Иෞ້ѣ

Ũ 地ᩗのᘮܹをஇݱᨂに৮えるには、まƣ៲体をܣり、ੵれがおさまってからእଔ

く້のڼをします。

Ƃ៲のܤμのり方ƃ

ȆーȖルの下のཋがž͂れてこないſ、žᓳちてこないſ、žᆆѣしてこないſ

空間に៲を݃Ƥ、ۋѬを˯くする。

ȷȆーȖルなどのឱを保ਤして៲のܤμをる。

ȷすりがある場合には、すりにƭかま

りۋѬを˯くする。

ȷすりがない場合は、ׄ ƭǜᡪいになる。

ȷܤ定がなくなり、ࡈったまま᠃

͂するӧᏡࣱがあるので、ܦμ

にはࡈらない。

ȁǧックʙ

ȝǤント
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š えいしたүᨖཋሁのਘ大防ഥਜ਼ፗを具体的にൿめているか。

š ້ሁのʚഏܹのႆဃ防ഥਜ਼ፗӏƼえいしたүᨖཋሁのׅӓなど応࣯ਜ਼ፗを

具体的にൿめているか。

Ũ ଔにүᨖཋ施ᚨの̓ዅコックやȐルȖᲢΨఀᲣをᦋします。

Ũ タンクሁからえいした場合は、ఀなどを使用してʒᘷ、ᄊᢿЎをƾさƗます。

Ũ 。ϋでえいした場合は、ᆸなどを્し、җЎな੭ൢをᘍいますދ

Ũ ϋへのӧ༓ࣱᔕൢのދ、でえいした場合はٳދ

්入を防ƙとともに、້ൢᚨͳሁの使用をͣഥしま

す。

Ũ ʑ༞ჿなどを使用してଔにׅӓし、πσ下൦ᢊ

ሁへの්Јを防Ɨます。

Ũ えいした場合は、םのう、Ԉ着剤ሁにより地ٳ

Წ-Ხ үᨖཋሁのえいのዬ࣯ਜ਼ፗ

Ũ үᨖཋሁをᝪᔺし、ӕりৢうʙಅでは、あらかじめүᨖཋሁのえいのਘ大

防ഥਜ਼ፗ、ׅ ӓ方法、້ ሁのʚഏܹ防ഥਜ਼ፗ、֥材のแͳとᛦ達方法、ܹ

のʙಅ間の応ੲң定などを定めておきます。

地ᩗがおさまったࢸの້ൢᚨͳሁのЈ້防ഥݣ応

Ũ コンǻントからȗȩグを৷く。

Ũ 。μ֥ӍはȖȬーカーをЏるܤ

Ũ ֥具の上やԗりにᓳちたӧ༓ཋをӕりᨊく。Ტˌ下もσᡫᲣ

Ũ ᣐዴがͻしていないかを確認する。

Ũ 、μに້がෞえていることを確かめܦμᘺፗ˄のものでもܤᩗݣ

༓૰コックをにする。

Ũ ᩓเを必要とするものはスǤッȁをЏり、༓૰コックをにし、

。μ֥ӍはȖȬーカーをЏるܤ

Ũ 使っていないものでも͂れていたらもれを防ƙためឪこす。

Ũ ֥具ఀをめ、Ψఀもめる。

Ũ ᣃࠊǬスは、Ǭスᢚ断˄ǬスȡーターᲢȞǤコンȡーターᲣのᢚ

断ཞඞᲢហȩンȗໜ๒Უを確認する。

Ũ ȗロȑンǬスボンșは、ボンșのȐルȖをׅしてǬスをഥめる。

ᩓൢᚨͳ֥具

石ᚨͳ֥具

Ǭスᚨͳ֥具

ȁǧックʙ

ȝǤント
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への流出防止や泡消火剤等による油面の被覆等を実施します。 

○ 電気設備等については、電源を切る際のスパーク等による引火、爆発の恐れがある

ことから、むやみにスイッチ操作をしないようにします。 

○ 爆発や有毒ガスの拡散など危険が予想される場合は、周囲の地域住民に避難を呼び

かけます。 

□ 建物の倒壊や落下物などにより救助を必要とする場合に、ただちに救出活動を行う

体制ができているか。 

□ けが人の応急手当を行う体制はできているか。

□ 医師の手当てを必要とする人を医療機関や救護所に搬送する体制ができているか。 

○ 救出活動を実施する場合は、必ず自己の避難路の安全を確保して行います。

○ 建物の下敷きなどの事故と同時に火災が発生した場合は、原則として火勢を抑えて

から救出活動にあたります。 

○ できるだけ周囲の人の協力を求め、二次災害を起こさないよう注意しながら救出活

動にあたります。 

○ 事業所に事前に備えてある資器材のほか、周囲の備蓄資器材や建築、土木等の技術

者・重機操作者などの応援を求め、地域一体で救出活動にあたります。 

○ けが人の応急手当については、事業所の救出救護担当が中心に活動を行います。

２-５ 救出・救護

○ 大規模な地震時は、同時に多くのけが人や救助事案の発生するほか、交通障害等

により、消防機関が平常時のような救助・救急活動を行うことが困難になることが

予想されます。このため、救出や救護を自分の事業所で行えるよう事前の教育、訓練

が必要となります。 

○ 特に、救出活動は、生存率が高い時間内での迅速な救出活動が要求されます。

○ ガラスや落下物による創傷や骨折、また、やけどなどのけが人が発生しますが、そ

れに対しての応急手当も必要となります。 

○ 阪神・淡路大震災では、倒壊した住宅などから自力脱出できなかった人のうち、お

よそ３/４の人が、家族や付近住民により救出されたと推定されています。 

チェック事項

ポイント 
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への්Ј防ഥやණෞ້剤ሁによる᩿のᘮᙴሁをܱ施します。

Ũ ᩓൢᚨͳሁにƭいては、ᩓเをЏるᨥのスȑークሁによる້ࡽ、༪ႆのऀれがある

ことから、ǉやみにスǤッȁદ˺をしないようにします。

Ũ ༪ႆやஊǬスのਘなどүᨖがʖेされる場合は、ԗの地؏˰ൟにᢤ難をԠƼ

かƚます。

š ཋのْ͂やᓳ下ཋなどにより助を必要とする場合に、ただちにЈѣをᘍう

体Сができているか。

š ƚがʴの応࣯࢘をᘍう体Сはできているか。

š Ҕࠖの࢘てを必要とするʴをҔၲೞ᧙やᜱにᡛする体Сができているか。

Ũ Јѣをܱ施する場合は、必ƣ自ࠁのᢤ難ែのܤμを確保してᘍいます。

Ũ ཋの下きなどのʙとӷに້がႆဃした場合は、ҾЩとして້Ѭを৮えて

からЈѣにあたります。

Ũ できるだƚԗのʴのңщを൭め、ʚഏܹをឪこさないようදॖしながらЈ

ѣにあたります。

Ũ ʙಅにʙЭにͳえてある֥材のǄか、ԗのͳᔛ֥材やሰ、םஙሁの২ᘐ

ᎍȷೞદ˺ᎍなどの応ੲを൭め、地؏ɟ体でЈѣにあたります。

Ũ ƚがʴの応࣯࢘にƭいては、ʙಅのЈᜱਃ࢘が中࣎にѣをᘍいます。

Წ-Ჯ Јȷᜱ

Ũ 大ᙹな地ᩗは、ӷにٶくのƚがʴや助ʙకのႆဃするǄか、ʩᡫᨦܹሁ

により、ෞ防ೞ᧙がࠝのような助ȷ࣯ѣをᘍうことが困難になることが

ʖेされます。このため、Јやᜱを自ЎのʙಅでᘍえるようʙЭのᏋ、ጀ

が必要となります。

Ũ ཎに、Јѣは、ဃྙ܍が᭗い間ϋでのᡆᡮなЈѣが要൭されます。

Ũ Ǭȩスやᓳ下ཋによるоͻや骨৵、また、やƚどなどのƚがʴがႆဃしますが、そ

れにݣしての応࣯࢘も必要となります。

Ũ ᧵ᅕȷែ大ᩗでは、͂ ْした˰ܡなどから自щᏮЈできなかったʴのうち、お

よそᲭ/Ხのʴが、家ଈや˄ᡈ˰ൟによりЈされたとਖ਼定されています。

ȁǧックʙ

ȝǤント
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š ಅՃሁに᨟ࢼ、をᆢಊ的にӓᨼしإのᘮܹཞඞを৭੮するとともに、ऴٳཋϋ

ˡ達するようになっているか。

š ້や助ʙకがႆဃした場合にෞ防ೞ᧙へのᡫإെがૢっているか。

Ũ πσ્ᡛ、ǱーȖルȆȬビ、ǤンターȍットなどӲ種ऴۥإ体のஊј用をり、

ദしいऴإを入します。

Ũ ಅѦዴのあるʙಅは、ዴを用してऴإのӓᨼをします。

Ũ ້やƚがʴがႆဃしたが、ᩓᛅが使用できない場合は、ᡈくのෞ防ፙにႺ接ᬝƚ

ƭƚてჷらƤます。

Ũ ऴإのฆʏを防ƙため、入したऴإをӕりまとめる場やऴإᡲዂᝧ˓ᎍを定め、

ऴإのૢྸ確認をᘍいます。

Ũ 入したऴإをࢼಅՃሁにᡲዂする方法は、ཞඞに応じてᅈϋ્ᡛやϋዴᩓᛅ、ऴ

。ᡲዂՃなどによりᘍいますإ

Ũ ᡫ̮ルートのᙐૠ҄をりјྙ的なᡲዂ体Сを確保するようにします。

Წ-Ჰ ऴإのӓᨼ

Ũ 地ᩗႆဃࢸのѣを˴もऴإもないまま、また、ɧ確ܱなऴإのままᘍうことは、

இΟέにܱ施すべきѣをᛚったり、јௐ的なѣをとることができないことにな

り、ᘮܹをஇݱᨂに৮えることができまƤǜ。

Ũ ʙಅでは、ᩗの˓ѦЎਃに応じてᘮܹཞ

ඞሁをദ確に৭੮し、確ܱにᝧ˓ᎍへإԓします。

Ũ ᝧ˓ᎍは、ദ確なऴإをእଔく入するととも

に、必要なऴإをܹݣሊஜᢿでᨼኖしᩗѣ

にӒପさƤるとともに、ࢼಅՃሁへ੩̓してฆʏ

を防ഥするなどのݣ応をとる必要があります。

Წ-Ჱ ᢤ難場ӏƼᢤ難方法

Ũ 地ᩗによる້がࡨਘ大したり、ඬ、᭗ກሁにより地؏μ体がүᨖになった

場合は、ᡮやかにᢤ難場にᢤ難しなƚればなりまƤǜ。

Ũ あらかじめൿめてあるᢤ難場やᢤ難ኺែを確認しておき、よりܤμでᡆᡮなᢤ

難ができるようにしておく必要があります。

ȁǧックʙ

ȝǤント
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□ 避難場所、避難経路を把握しているか。

□ 防災機関の避難指示があった等により避難する場合は、 あらかじめ決めてある避

難道路を利用し、 避難場所にまとまって避難するように定めているか。 

□ 避難誘導時の拡声器の携帯や避難者の人員の確認方法など、具体的な避難誘導要領

等を定めているか。 

□ 避難時には、電気のブレーカー及びガスの元栓を遮断する等の処置を行うように定

めているか。 

○ 事前に避難場所を確認しておき従業員に知らせておきます。

○ 事前に避難経路や避難場所を自分の足で確かめておきます。

○ 職場から避難場所までの経路を複数定めておきます。

○ 避難誘導を行うには拡声器、メガホンなどを活用し、指示をします。

＜＜避避難難のの順順序序＞＞  

チェック事項

ポイント 

引用：東京都ホームページより
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š ᢤ難場、ᢤ難ኺែを৭੮しているか。

š 防ೞ᧙のᢤ難ਦᅆがあったሁによりᢤ難する場合は、 あらかじめൿめてあるᢤ

難ᢊែを利用し、 ᢤ難場にまとまってᢤ難するように定めているか。

š ᢤ難ᛔݰのਘ٣֥のઃ࠘やᢤ難ᎍのʴՃの確認方法など、具体的なᢤ難ᛔݰ要᪸

ሁを定めているか。

š ᢤ難には、ᩓൢのȖȬーカーӏƼǬスのΨఀをᢚ断するሁのϼፗをᘍうように定

めているか。

Ũ ʙЭにᢤ難場を確認しておきࢼಅՃにჷらƤておきます。

Ũ ʙЭにᢤ難ኺែやᢤ難場を自Ўのឱで確かめておきます。

Ũ Ꮀ場からᢤ難場までのኺែをᙐૠ定めておきます。

Ũ ᢤ難ᛔݰをᘍうにはਘ٣֥、ȡǬțンなどを用し、ਦᅆをします。

Ჶᢤ難のࡀᲸ

ȁǧックʙ

ȝǤント

用ᲴிʮᣃțーȠȚーǸよりࡽ
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š ʙಅのʴՃ、֥材をѣՃして、地؏でႆဃしたܹにݣして、Иෞ້ѣ、

Јȷᜱѣをᘍうようになっているか。

Ũ 地ᩗにおƚる້ሁのܹから地؏ᅈ˟のܤμをܣるためには、地؏の防ࠊൟ

ኵጢとともに、ʙಅの防ኵጢをもԃめた地؏ƙるみのݣ応がࢳされます。

Ũ ԗᡀ地؏のထ˟や自˟、防ࠊൟኵጢӏƼ˂

のʙಅሁとのң定は૨によってዸኽされるこ

とがٶく、ܱऴにᙸ合った࢟でのңщ体Сをƭく

ります。

Ũ ᡈᨩのထ˟などでᘍう防ጀにはᆢಊ的にӋ

加し、ଐ᪭からңщ体Сをƭくっておくことが大

Џです。

š ᩗのࢼಅՃ、家ଈሁとのܤԁ確認が、ʙЭに定めたᡲዂെ

を用いてኵጢ的にᡆᡮかƭјྙ的にܱ施する体Сとなっているか。

š 。ಅՃにˡ達しているかࢼ、をɟΨሥྸするとともにإԁ確認のኽௐやӓᨼしたऴܤ

Წ-Ჲ 地؏˰ൟとのᡲઃ

Ũ 大ᙹな地ᩗは、ӷ້ႆٶのႆဃやᢊែのᡫᘍᨦܹሁにより、ෞ防ೞ᧙に

よるҗЎなѣがࢳできなくなるおそれがあります。

Ũ ʙಅにおいては、້のਘ大防ഥやƚがʴのЈᜱなどにおいて、地؏˰ൟ

とңщしたᡲઃѣをᆢಊ的にܱ施するようにします。

Წ-９ ԁ確認のܱ施ܤ

Ũ ᩗには、ᩓᛅのᠠཞඞを確認し、ʙЭに定めたʙಅとࢼಅՃ間のܤԁ確

認െを用いて、ᡆᡮかƭјྙ的にܤԁ確認をᘍいます。

Ũ ᎍをЎਃしてܱ࢘ԁ確認は、ዬ࣯ᡲዂቐሁを用しਃܤಅՃのࢼするݣЈᎍにٳ

施し、確ܱにᝧ˓ᎍにإԓするようにします。

Ũ ᙐૠのਗໜをৼえるʙಅにあっては、Ӳʙಅԗᡀ地؏のᘮܹཞඞなどをܤԁ

確認に́Ƥてऴإӓᨼし、地ᩗᘮܹのμ体の৭੮にѐめるとともに、ӓᨼした

ऴإにƭいては、ࢼಅՃሁにˡ達するようにします。

ȁǧックʙ

ȁǧックʙ

ȝǤント

š ᩗのࢼಅՃ、家ଈሁとのܤԁ確認が、ʙЭに定めたᡲዂെ

を用いてኵጢ的にᡆᡮかƭјྙ的にܱ施する体Сとなっているか。
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○ ܼଈ等との安ԁ確認については、従業員が事前に定めたᡲዂെを用いてᡆᡮに実

するよƏにします。

○ Јᎍ一ᚁ等を˺成し、最ኳ的に安ԁ確認がٳ、Јᎍに対する従業員の安ԁ確認はٳ

できるまで事業所として組ጢ的に対ࣖします。

○ 従業員に対してઃ帯ᩓᛅのȐȃȆリー等を用ॖさƤるとともに、ᐯܼ用発ᩓೞ等を

ᆙさƤ、安ԁ確認に用いる設ͳ等のᩓ力を確保します。

š 待ೞ場所は、ཋ周ᡀやཋϋٳの被害ཞඞ

等の安全ࣱを৭੮したƏえで、࣏要なӓܾ人員

が待ೞできる࠼さやؾを確保しているか。

š 帰宅する従業員に対して帰宅ኺែの被害ཞ

ඞやˊஆʩᡫೞ関のཞඞなどの情報੩̓を行

Əものとなっているか。

š 帰宅ᩊᎍのための᩼ࠝ用ཋԼ（料、料൦、ݏφ等）をแͳしているか。

○ 地震時は、従業員等に対してƀ地震 その時 １０のポイントƁ（ᘻ表ኡӋༀ）にᅆ

す行動がᢘЏにとれるよƏ事前に定められた˓Ѧ分ਃに基づき࣏要な指ᅆ等を行い、

従業員等の混乱防止をります。

○ 地震発生ࢸは、ཋ周ᡀ、ཋϋٳの被害ཞඞ等をᡮやかに৭੮し、ཋの安全ࣱ

を確認します。

○ 従業員等には、一斉帰宅の抑制をる計画に基づき、「ǉやみにᆆ動をڼしない」

ことをࡁ࣋するとともに、従業員等をသめるための待ೞ場所の設փを行います。

○ ͳᔛ̽ࡉ等から᩼ࠝ用ཋԼ（൦、料、ݏφ等）をᡛし、従業員等にᣐࠋします。

２-１０ 待ೞȷ安全な帰宅

○ 従業員等には、「ǉやみにᆆ動をڼしない」ことをࡁ࣋するとともに、ཋ周

ᡀやཋϋٳの被害ཞඞ等をᡮやかに৭੮し、待ೞ場所等の設փを行います。

○ ʩᡫೞ関のࣄཞඞや࠴ዴᢊែ等の混ᩃཞඞをѥకし、安全に帰宅できるよƏに

なった場ӳは、時ࠀᡚ社の実を౨᚛します。

○ ݰ設やᢤᩊ場所ǁᛔנཋの安全ࣱが確保できない場ӳは、従業員等を一時๛

するよƏにします。

ȁǧȃク事

ポイント

ポイント
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○ ܼଈ等との安ԁ確認については、従業員が事前に定めたᡲዂെを用いてᡆᡮに実

するよƏにします。

○ Јᎍ一ᚁ等を˺成し、最ኳ的に安ԁ確認がٳ、Јᎍに対する従業員の安ԁ確認はٳ

できるまで事業所として組ጢ的に対ࣖします。

○ 従業員に対してઃ帯ᩓᛅのȐȃȆリー等を用ॖさƤるとともに、ᐯܼ用発ᩓೞ等を

ᆙさƤ、安ԁ確認に用いる設ͳ等のᩓ力を確保します。

š 待ೞ場所は、ཋ周ᡀやཋϋٳの被害ཞඞ

等の安全ࣱを৭੮したƏえで、࣏要なӓܾ人員

が待ೞできる࠼さやؾを確保しているか。

š 帰宅する従業員に対して帰宅ኺែの被害ཞ

ඞやˊஆʩᡫೞ関のཞඞなどの情報੩̓を行

Əものとなっているか。

š 帰宅ᩊᎍのための᩼ࠝ用ཋԼ（料、料൦、ݏφ等）をแͳしているか。

○ 地震時は、従業員等に対してƀ地震 その時 １０のポイントƁ（ᘻ表ኡӋༀ）にᅆ

す行動がᢘЏにとれるよƏ事前に定められた˓Ѧ分ਃに基づき࣏要な指ᅆ等を行い、

従業員等の混乱防止をります。

○ 地震発生ࢸは、ཋ周ᡀ、ཋϋٳの被害ཞඞ等をᡮやかに৭੮し、ཋの安全ࣱ

を確認します。

○ 従業員等には、一斉帰宅の抑制をる計画に基づき、「ǉやみにᆆ動をڼしない」

ことをࡁ࣋するとともに、従業員等をသめるための待ೞ場所の設փを行います。

○ ͳᔛ̽ࡉ等から᩼ࠝ用ཋԼ（൦、料、ݏφ等）をᡛし、従業員等にᣐࠋします。

２-１０ 待ೞȷ安全な帰宅

○ 従業員等には、「ǉやみにᆆ動をڼしない」ことをࡁ࣋するとともに、ཋ周

ᡀやཋϋٳの被害ཞඞ等をᡮやかに৭੮し、待ೞ場所等の設փを行います。

○ ʩᡫೞ関のࣄཞඞや࠴ዴᢊែ等の混ᩃཞඞをѥకし、安全に帰宅できるよƏに

なった場ӳは、時ࠀᡚ社の実を౨᚛します。

○ ݰ設やᢤᩊ場所ǁᛔנཋの安全ࣱが確保できない場ӳは、従業員等を一時๛

するよƏにします。

ȁǧȃク事

ポイント

ポイント
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Ũ ʩᡫೞ᧙のࣄཞඞや࠴ዴᢊែሁのฆᩃཞඞをѥకし、ܤμに࠙ܡできるようにな

った場合は、ࠀᡚᅈをܱ施します。

ӧԁのЙ断ؕแᲢ̊Უܡ࠙

ی ᖐᏯࢆ㛤ጞࡿࡍ๓☜ㄆࡓࡋ᪉࠸ࡼࡀ㡯

１ ሁのவˑͅټ

Წ ʖे間ܡルートᲢᡫᘍӧԁをԃǉ。ᲣӏƼ࠙ܡ࠙

Ჭ 防້ݣᝋཋのԗᡀ地؏でࡨ້、ཋْ͂、෩ཞ҄ሁのܹཞඞ

Ხ ルートとなっていないかܡ࠙、がإཋْ͂、෩ཞ҄ሁのܹのऴ、້ࡨ

どうか。

Ჯ ʩᡫᙹСのஊや、ˊஆルート確保のӧԁ

Ჰ ែ上に大量の࠙ܡ困難ᎍがあƾれていないかどうか。

ی ᖐᏯࢆ᥍ࡓ࠼᪉࠸ࡼࡀᛮࡿࢀࢃ㡯

１ ᆆѣុᩉが 20km ˌ上ある。

Წ 自ܡにП着するʖे間が、ଐඐの 1 間Эよりもࢸとなる。

Ჭ ˂にӷɟ方Ӽに࠙ܡするᎍがおらƣ、ҥで࠙ܡすることとなる。

Ხ ᪇、૰൦ȷኋその˂の̾ʴのᘺͳሁがɧҗЎである。

時差帰宅の実施
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ģǨȬșーǿのơᡂめ対策Ĥ

○ 令和４年の新しい被害想定では、東京都ϋの２２,４２ᲰӨのǨȬșーǿでơᡂ

めが発生するとʖยされました。

○ ᢤᩊのᨥには、ǨȬșーǿを̅わないよƏࡁ࣋することが大Џです。

○ ǨȬșーǿሥྸ会社のᡲዂέを防災ǻンǿー等の分かりやすいˮፗにਫ਼ᅆします。

○ ǨȬșーǿơᡂめ発生時は、ഏの点にသॖして対ࣖします。

○ ǨȬșーǿには、「地震時ሥ制ᢃ᠃ᘺፗè」（地震時、ᐯ動的に最݃り᨞にბし

一定時間ࢸにৎをめᢃ᠃を˞止するᘺፗ）をつけることとされています。

è成２１年Ჳ月２Ჲ日ˌᨀ設ፗが፯Ѧ化

○ ơᡂめられた方がͤࡍཞ७をなƏことなくЈを待つことができるよƏに

するため、ǨȬșーǿのかƝϋに、ቇତトイȬや᩼ࠝ用料൦等をͳᔛした防災ǭ

ȣȓȍȃトを設ፗすることがஊјです。

ᲶᲶǨǨȬȬșșーーǿǿơơᡂᡂめめ発発生生時時のの対対ࣖࣖᲸᲸ

○ 防災ǻンǿー等の対ࣖ

ȷ ᡦɶ᨞でのͣ止など、ᡮやかにǨȬșーǿのͣ止ˮፗを確認する。

ȷ インǿーțン等によりϋᢿに呼びかけ、ơᡂめᎍのஊを確認する。

ȷ ơᡂめられた人がいる場ӳは、すみやかにǨȬșーǿሥྸ会社のዬ࣯

ᡲዂέにᡲዂする。

ȷ ơᡂめられた人にけが人や࣯၏人がいるかを確認し、けが人や࣯၏人

がいる場ӳは、１１Ჳဪᡫ報をする。

ȷ ᨞Ȝǿン、Ȝǿンのદ˺によりࣄする場ӳがƋるので、ơᡂ

められた人にદ˺さƤる。

ȷ ǨȬșーǿሥྸ会社等にᡲዂしたଓ、その˂地震のཞඞ等をơᡂめら

れた人にᡲዂする。

ȷ ǨȬșーǿሥྸ会社Ӎはෞ防ᨛがПბした場ӳは、ǨȬșーǿのͣ止ˮ

ፗ等の情報੩̓を行い、ྵ場にᛔݰする。

○ ǨȬșーǿーϋᢿにơᡂめられた場ӳの対ࣖ

ȷ ǨȬșーǿにơᡂめられた人は、インǿーțンにより防災ǻンǿー等

にơᡂめられたଓをᡲዂするとともに、けが人等のஊをˡえる。

ȷ 地震にൢがついたら、最݃りの᨞でǨȬșーǿを止め、たƩちにǨȬș

ーǿからᨀります。

２-１１ その˂




